
今月に入り，郡山市では新型コロナ新規感染者数が１日(火)に３４６人，２日(水)に３５７日，４日

(金)に３７４人，５日(土)に４３３人と明らかに増加傾向が見られ，市内の小中学校でも学級閉鎖の学

校が複数みられるなど，さらなる感染拡大が懸念されています。そこで，学校でも今まで実施してきた

手指消毒，手洗い，教室の換気，ソーシャルディスタンスの確保，マスク着用の徹底，給食時の黙食の

徹底等を続けていきたいと思います。各家庭におかれましては，以下の点への協力をお願いします。 

1. 毎朝の検温と，健康観察の徹底をお願いします。３７度以上の発熱や咳やのどの痛み等の風邪症状

がある場合は登校を控え，医療機関への受診をお願いします。 

2. 休日に，友人や友人の家族と出かけたり，一緒に過ごすときも，適切なマスクの着用，換気等を行

い，感染防止に努めていただけますようお願いします。 

 

４日(金)に地震が起き、その後家庭科室から出火した

という想定で避難訓練を実施しました。 

 子ども達は、教頭先生の放送をよく聞き、すばやく避難

することができました。タイムは１分５０秒。２分以内で

避難できてよかったと思います。全体会では、校長より、

大切な命を守るためにも、今日のように真剣に訓練をす

ることが大切で、万が一の時には放送や先生の指示を聞

いてすばやく避難することが大切であること、そして休

み時間や家にいるときなどは自分で判断して逃げなくて

はいけないときがあるので、しっかり判断できるように

なってほしいという話をしました。 

 その後、郡山広域消防組合大槻基幹分署の方から、「話

をしている人はいたけど、２分以内に避難できたので合

格。煙は低いところから高いところに行くので、避難する

ときは十分気をつけてほしい。」という話がありました。 

続いて、各学年代表 1名による消火訓練を行いました。

消防署の方から、「消火器の使い方はピンポンパンで、『ピ

ンはピンを抜く』『ポンはノズルをポンととる』『パンはパ

ンと握る』」といいう話がありました。その話の後、実際

に消火器を使った消火訓練を行いました。６人とも上手

に火を消すことができました。その後、教員も万一に備え

消火訓練を行いました。 
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 最後に、学級代表３人からの感想発表がありました。 

「放送通り逃げられてよかったです(１年)」 

「『おかしもち』を守って落ち着いて避難できました。もしもの

時も落ち着いて避難したいです(４年)」 

「地震が来たら、ちゃんと逃げられるようにしたいです(６年)」 

 ここ数年大きな地震が起きています。万が一に備えて、各家

庭でも避難場所や避難の仕方について確認や非常持ち出し袋の

中身の点検等を行ってみてください。 

  

２日(水)に大槻・逢瀬高齢者あんしんセンターの方を講師に招き、高齢者疑似体験をしました。体験

したのは５・６年生で、まずは高齢者の疑似体験をするための装具を付け、箸を使っての豆拾いや階段

の上り降り、立ち上がりなどを体験しました。 

子どもたちは、この体験を通して高齢者の方々がどのような感覚なのか疑似体験をし、様々なことを

考えることができました。大槻・逢瀬高齢者あんしんセンターの皆様、ありがとうございました。子ど

もたちには、全ての人々が安心して暮らせる社会の担い手になっていってほしいと思います。 

  

明日，８日(火)の夜に皆既月食が起こり、日本全国

で観察することができます。今回は皆既食の時間が

約１時間半と長いためじっくりと楽しむことができ

ます。さらに今回の月食中には、天王星が月に隠れる

「天王星食」が起こります。双眼鏡や望遠鏡を使いな

がら、ぜひ観察をしてみてください。月食は、太陽－

地球－月が一直線に並び、地球の影に月が入り込む

ことで月が欠けて見える現象です。今回の月食は、地

球の影に月がすべて入り込む皆既月食となります。 

当日、月は 18時 08 分に欠け始め、皆既食となるのは 19 時 16 分です。その後 20 時 42 分まで皆既食

が続くため、1時間半ほど皆既食の様子を観察することができます。 

皆既食中は地球の影に月がすべて入っていますが、月が見えなくなるわけではありません。このとき

には赤銅色(しゃくどういろ)の満月となります。地球の大気の影響によって染まる赤黒い色合いが当日

どのように見えるのか、ぜひご注目ください。(スペースパークホームページより引用) 


